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 2016 年 3 月 15 日 

実績 No.1 企業向けオンラインストレージ GigaCC が 

シングルサインオン市場のトップシェア IceWall SSO との認証連携に対応 

 

大容量デジタルデータ伝送サービス事業を展開する日本ワムネット株式会社（東京都中央区、社長：石澤 幸
信、以下日本ワムネット）は、日本ワムネットが提供する企業向けオンラインストレージ「GigaCC ASP/OFFICE
（以下 GigaCC）」と、日本ヒューレット・パッカード株式会社(以下日本ヒューレット・パッカード)が提供するシング
ルサインオンソリューション「IceWall SSO」との認証連携が可能となったことを発表します。 
 
今回、日本ワムネットは日本ヒューレット・パッカードの協力の基に検証を行い、GigaCC は IceWall SSO の
SAML 2.0 でのシングルサインオンに対応いたしました。一度 IceWall SSO にログインするだけで、GigaCC の利
用が可能になります。  
 
今回の連携により、大手企業を中心に豊富な実績を誇る IceWall SSO をお使いのお客様が、企業内・企業間で
のファイルの受渡や共有用途として、GigaCC をよりセキュア・効率的にご利用することが可能になります。 
利用者はGigaCCへの個別のパスワード入力無しでシームレスにアクセスが可能になり、IT部門は利用者情報
の統合や、セキュリティポリシーの統一化などのセキュリティ強化を実現できます。 
企業向けオンラインストレージのトップベンダーである日本ワムネットの GigaCC と、シングルサインオン市場の
トップベンダーである日本ヒューレット・パッカードの IceWall SSO との連携により、日本ワムネットでは GigaCC
の更なる利便性の向上と販売の強化を図って参ります。 
 

■ 認証連携イメージ 

 

本連携について詳しくは以下 URL をご参照ください。 
http://h50146.www5.hp.com/products/software/security/icewall/iwsoftware/report/wamnet_gigacc.html 
 

【IceWall SSO について http://www.hpe.com/jp/icewall 】 
利便性の高い快適なセキュリティ環境を実現する IceWall SSO は、日本ヒューレット・パッカードが国内で開発・
提供している業界トップシェアの Web シングルサインオンソリューションです。1997 年の発売以来、イントラネッ
トサービスや BtoC、BtoB サービス等の多くのシステムへの導入実績があり、現在までに累計 4,000 万以上の
ユーザーライセンスが販売されています。 
最新バージョン「IceWall SSO 10.0」ではクラウド環境との認証連携を実現するオプション製品である「IceWall 
Federation」を無償で提供しており、イントラネットから Google Apps、Salesforce Platform、Office 365 といった各
種クラウドサービスへのシングルサインオンを迅速、簡単に実現可能です。 
また、スマートフォンやタブレット等のモバイルデバイスからのアクセスにも、セキュアで利便性の高いシングル
サインオン環境を提供します。 



IceWall SSO に関するお問い合わせ先 

日本ヒューレット・パッカード株式会社  

〒136-8711 東京都江東区大島 2-2-1  
お問い合わせ先 URL：http://www.hpe.com/jp/iw-contact 
 

【GigaCC ASP/OFFICE について http://www.gigaccsecure.jp/asp_office/ 】 
GigaCC ASP/OFFICE は、2013 年度に引続き、2014 年度オンラインファイル共有市場において、ベンダー別売
上金額およびシェア 2 年連続 No.1(※2)企業向けオンラインストレージソリューションです。 
2002 年の発売以来 10 年以上の実績を持ち、企業間でのファイル送受信、共有を安全・確実に行なうことがで
きるツールとして、製造・金融・サービス・流通・メディアなどの上場企業や大企業を含む、多くの法人・自治体な
どで採用されています。SSO(シングサインオン)連携機能(http://www.gigaccsecure.jp/asp_office/system/)を
利用することで、複数多数のアカウント（パスワード）を管理する必要がなくなり、大規模運用時の利用ユーザ
の利便性をより高めることが可能です。 
(※2)出典：ITR「ITR Market View：ファイル共有・転送／コンテンツ管理市場 2015」 

本リリースに記載の社名、製品名、並びにサービス名は各社の商標または登録商標です 

 

＜日本ワムネットについて＞ 
日本ワムネットは、株式会社ティーガイア、エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社等が出資する合弁会
社です。大容量データを安全に伝送、共有、保管するサービスや WEB サイトのネットワークシステムの開発や
販売事業を展開しています。2014 年 3 月 31 日付で弊社は、国内携帯電話販売最大手としてトータルモバイル
ソリューションを展開する株式会社ティーガイアの関連会社となり、そのシナジー効果として、オフィス環境から
モバイル環境に至るビジネスをよりセキュア・スマートに行えるパッケージの提案を行っています。 
http://www.wamnet.jp 
 

＜本件に関するお問合わせ先＞ 

【一般の方や製品に関してのお問合せ】 
日本ワムネット株式会社 営業第二部 
〒104-0033 東京都中央区新川 1-5-17 エイハ新川 9F 
TEL： 03-5117-2150  FAX： 03-5117-2155 

Email： japan.sales@wamnet.jp 

 

【報道関係者からのお問合せ】 

日本ワムネット株式会社  
商品企画・マーケティング部 担当：斉藤 
〒104-0033 東京都中央区新川 1-5-17 エイハ新川 9F 
TEL： 03-5117-2150  FAX： 03-5117-2155  

Email： tsaito@wamnet.jp 

 

以上 
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